
「GS総合科学探究Ⅰ １年間の振り返りシート（３学期に実施）」 
この記載内容が１年間を通した評価の一部となります。１年間を通した振り返りをしましょう。 

3/11(水)までに，指導教員に提出すること。 

研究テーマ  

研究者名 ２年(  )組(   )番 名前(             ) 

共同 

研究者名 

( )組(  )番 名前(          ) ( )組(  )番 名前(          ) 

( )組(  )番 名前(          ) ( )組(  )番 名前(          ) 

( )組(  )番 名前(          ) ( )組(  )番 名前(          ) 

( )組(  )番 名前(          ) ( )組(  )番 名前(          ) 
 

１．先行研究と研究テーマとの関連について，具体的に記せ。 評価規準 

 

 

 

 

・研究の背景に関する理解 

「先行研究の内容を理解

し，関連する内容を見いだ

すことができているか」 
 

２．先行研究と自分たちの研究の違いや独自性を明示せよ。 評価規準 

 

 

 

 

 

 

・先行研究の意義 

「先行研究との差異

を明らかにし，先行研

究とは異なる独自の

視点や方法で研究が

進められているか」 
 

３．研究の目的を示せ。（解決すべき課題は何ですか？何をどこまで明らかにしようとしてい

ますか？研究の対象は何ですか？研究の結果によってどのような成果が期待できますか？課

題を解決することによって，社会的・学術的な側面にどのように貢献できますか？） 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研究の目的の理解 

・研究の社会的・学術的

意義に関する理解 

「研究の目的を理解し，

研究の目的を明確に示

すことができるか」 

「研究の結果，どのよう

な成果が期待できるか」 

「研究の社会的・学術的

意義を理解しているか」 

 

４．設定した仮説を示せ。（複数ある場合はすべて示そう） 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

・仮説の設定 

「研究の目的に沿った仮説を設

定することができているか。」 

「仮説によって何を明らかしよ

うとしているのか，仮説から読

み取ることができるか」 

「検証可能な仮説か」 
 

７．下記の評価規準について評価規準に沿ってS・A・B・Cの４段階で自己評価しなさい。 

仮説の設定 
実験・観察を行う
ための技能 

調査を行う
ための技能 

事象を分析す
るための技能 

課題を設定す
るための力 

数学的もしくは科学的な手法
を用いて研究を遂行する力 

結果を分
析する力 

結果をま
とめる力 

結果に基づく
考察を行う力 

         

他者と議論
する技能 

課題を主体的に
見いだす態度 

課題に対する
知的好奇心 

新たな価値を創造するため
に挑戦しようとする態度 

課題に対して徹底
的に向き合う態度 

振り返
る態度 

粘り強く取
り組む態度 

新たな疑問を見いだし，次の
課題を見いだす態度 

        



 
５．仮説を検証するために行ったことを具体的に示せ。また，その行ったことによっ

て明らかになったことを示せ。（１年間のことを整理しよう。何を行いましたか？何

を明らかにすることができましたか？どのような結果が得られましたか？得られた

結果からどのような考察を行い，どのような結論を導きましたか？） 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事象を分析する力 

・結果をまとめ，表現する力 

「３学期に実施したことを適切に

整理することができているか」 

「結果から原因を明らかにできて

いるか」 

「適切な数学的もしくは科学的な

手法を用いているか」 

「目的や仮説を踏まえた考察にな

っているか」 

 

６．今後の研究計画を示せ。（研究の目的を達成するために，今後，何をすべきで

すか，具体的に示そう） 
評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研究の過程の理解 

・調査方法・実験観察方法の理解 

・課題を設定するための力 

「研究の過程を理解し，それに沿っ

た研究計画を作成できているか」 

「研究計画に示された調査方法や

実験観察の方法が適切であるか」 

「課題を明確にし，見通しをもった

課題設定となっているか」 
 

８．研究ノートについて下記の問いに答えなさい。 

①研究ノートとは何ですか？ 何のために研究ノートを使用するのですか？ なぜ研究ノートを作る必要があるのです

か？ 箇条書きで示そう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
②研究ノートに関する次の文について，正しいものには○を，誤っているものには×を付けよ。 
 
ア．研究ノートは，研究ノートを使用している個人（もしくはチーム）のものなので，私物である。したがって，指導教

員である教授や准教授でさえ，勝手に見ることはプライバシーの侵害に当たる。 

イ．研究ノートは，研究ノートを使用している個人（もしくはチーム）が分かればよいので，使用している個人（もしく

はチーム）にとって分かりやすい形式で書けばよい。 

ウ．書き間違えることもあるので，鉛筆で書き，間違えたときは消しゴムなどで消して修正する。 

エ．ボールペンなどのように消しゴムで消すことができないもので書いて間違えたときには，修正ペンや修正テープなど

を使って修正する。 

オ．研究ノートは分かりやすく書くためにも，頭の中を整理してから書いた方が良いので，研究を行っている途中途中で

書くのではなく，その日の研究（実験や調査，調べ物など）が終わってから，その日のことをまとめて書く方が良い。 
 

ア  イ  ウ  エ  オ  
 


